
質疑・応答



入園の際の面接について

• まず、いわゆる「お受験」のような面接はありませんので、ご安心ください。お子さん
に「お名前を教えてください」「何をして遊ぶのが好きですか」などの質問をすること
があるかと思いますが、答えられないからと言って入園が叶わないことはありません。

• 保護者の方には、「主に送り迎えをする方はどなたですか」「入園前に集団生活
の経験はがありますか」「アレルギー等、健康上知っておくべき点がありますか」「幼
稚園に伝えていきたいことがありますか」など、お子さんがこれから集団生活を送る
上で、園側が情報としてしっておいた方がよいことなどを伺います。

• スケジュールとしては、９月、10月頃に、区報のほか、区の施設、お近くの区⽴
幼稚園などに案内ポスターが掲示されます。11月に入園を希望する園に申し込
んでいただきます。その後、面接となりますが、併せて、内科・⽿⿐科・眼科・⻭科
の4科の健康診断、それから、わずかな時間ですが、お子さんの遊びの様子を⾒
せていただく場も設けます。



⻑期休業中の預かりの有無

• 南陽用幼稚園と豊洲幼稚園等、預かり保育を実施している園は対応し
ています。

平日の保護者参加のイベントの有無
• 区⽴幼稚園は、保護者とともに育む教育、我が子だけではなく、様々な
人と関わりながら社会の中で育んでいくという姿勢ですので、保育所等に
⽐べると、イベント（⾏事）は多いと思います。ですが。今後、働く保護
者の方が増えてくることも予想されますので、その状況に応じて、回数や時
間、方法などは変わっていくと考えられます。イベント（⾏事）は、お弁当
参観や誕生会、交通安全指導、もちつきなどの伝統⾏事など様々です。
保護者のかたからは、園への出入りが多くなることで、「園の様子がよくわ
かる」「我が子の日常の様子を⾒ることができる」と喜ばれています。



共働きの割合
• 南陽幼稚園と豊洲幼稚園等、預かり保育を実施している園の割合
は多いです。2年保育の園の保護者にも、この頃は、短時間（園に
通っている間のみ）・週に2日・週末のみ・自宅でなど、多様な働き方
が増えています。「我が子と関わる時間を大切にしたい、でも少し働

きたい」など、時間を工夫して使われている方もいます。

万が⼀落ちた場合の対応やその流れ
• 抽選で落ちた場合は、繰り上げで当選の可能性があります。（昨年
は希望者が全員入園できています）。もし繰り上げにならなかった場
合は、1年お待ちいただき2年保育で入園することもできます。各園に、
月に数回ですが、ジャンプクラスという3歳児を対象にしたクラスがあ

りますので、そちらに通ってください。

• 「集団生活が難しいのでは」と考えられるときは、教育委員会の就園

相談を利用し、今後についてご相談ください。



感染症対策について

• 各ご家庭に朝と就寝時の１日２回の検温と健康観察をお願いし、体調
が悪い場合は、病院の受診や欠席をして体調を整えていただくようにお願
いしています。

• 園児が使う場所や遊具のこまめな消毒を⾏っています。
• 江東区教育委員会作成のガイドラインの内容に沿って感染状況に応じ
た教育活動を⾏っています。

• 感染症対策をしっかりと⾏い、感染者が発生した場合でも、園内で感染
が広がらないようにしています。



療育との併用について

• 療育との併用は可能です。現在、各区⽴幼稚園には、幼稚園と療育を
併用しているお子さんが在籍しています。

• 幼稚園の集団教育の中での友達との関わりを通して育つ面と、個別の療
育を通して育つ面の両面がありますので、幼稚園と療育を併用することで、
より、お子さんの成⻑につながっていきます。

• 教育委員会が⾏う「就園指導委員会」に出ていただくことで、学習⽀援
員が配置される場合もあります。

• 詳細は各幼稚園にご相談ください。



• 母子分離については、初めからではなく、お子さんが慣れてきて
から行うことになると思います。

• じゃんぷクラスの内容は、各幼稚園によって異なりますので、詳し
くは、各幼稚園にお問い合わせください。

• 開催日や時間は、各幼稚園によって異なります。

• 詳しくは、各園のＨＰをご覧いただくか、各園にお問い合わせくだ
さい。

じゃんぷクラスの母子分離時間は、どのくらいですか？

かんがるーひろばやじゃんぷクラスの開催時間は午後ですか？



マスクはどのように使用していますか？

• 現在、幼稚園では、子どもたちはマスクをして生活しています。

• 気温の高い日に戸外で運動遊びをする場合は、熱中症の危険も
あるため、はずすこともあります。（説明会当日の回答）
※この後、マスク使用について江東区教育委員会より、幼児のマ
スク着用については一律に求めない。幼児や小学生など、自分で
マスクを外してよいかどうか判断が難しい年齢のこどもへは、マス
クを外してもよい場面で積極的に声をかけるなどの指導が必要で
あるという連絡があり、この内容に従って指導しています。


